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１．主要な放射性核種の選定方法（1／2）

主要な放射性核種は，埋設対象となっている廃棄物中に含まれる
放射性核種の中から被ばく線量への寄与の大きい放射性核種を
選定する。

基本的考え方

（１）埋設する廃棄物中に含まれていると推定される放射性核種の
抽出

（２）埋設する廃棄物中の放射能濃度の推定

（３）被ばく線量への影響度を用いた核種選定の対象となる放射性
核種の抽出

（４）被ばく線量への寄与の大きい主要な放射性核種の選定

選定手順
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線量告示
（1042核種）

ICRP107
（1252核種）

半減期（文献）
半減期30日以上

ORIGEN2附属ライブラリ
半減期30日以上

①1271核種

2

平均放射能濃度が
ＣＬ濃度基準の
1／10000以上

相対重要度
1%以上

評価対象核種
（11核種）

②227核種

③172核種

⑥37核種

１．主要な放射性核種の選定方法（2／2）

主要な放射性核種の選定フロー

生成の可能性等の確認

Ta-180及びIr-192m抽出

④147核種

⑤149核種



２．埋設する廃棄物中に含まれていると
推定される放射性核種の抽出（1／4）

線量告示
（1042核種）

ICRP107
（1252核種）

及び

①1271核種

②
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227核種

① ②

第１表 文献等により抽出した核種

半減期（文献）
半減期30日以上



２．埋設する廃棄物中に含まれていると
推定される放射性核種の抽出（2／4）

③
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②

172核種

227核種

ORIGEN2附属ライブラリ
半減期30日以上

③②

第１表 文献等により抽出した核種



２．埋設する廃棄物中に含まれていると
推定される放射性核種の抽出（3／4）

生成の可能性等の
確認

⑤
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③

149核種

172核種

Ta-180及びIr-192m
抽出

④ 147核種

172核種のうち，147核種に含
まれない25核種は，生成の可

能性等を確認した結果除外し
た。

線量告示及びICRP107に記載
されているが，半減期が30日
未満であるため抽出しなかっ
たが，ORIGEN附属ライブラリ
の半減期が30日以上のため
抽出

第２表 25核種の生成可能性等の確認結果



２．埋設する廃棄物中に含まれていると
推定される放射性核種の抽出（4／4）
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⑤埋設する廃棄物中に含まれていると推定される149核種



３．埋設する廃棄物中の放射能濃度の推定（1／8）
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東海発電所の廃止措置により発生する廃棄物は，「東海発電所廃
止措置計画認可申請書」（平成25年3月8日認可，以下「廃止措置

計画書」という。）において，残存放射性物質の放射能量及び物量
を評価している。

この放射能量を原子炉停止から埋設までの期間を考慮した時点で
ある原子炉停止20年後に減衰補正し，埋設する廃棄物中の放射
能量及び物量を核種ごとに評価した。

３．１ 埋設する廃棄物の性状

３．２ 埋設する廃棄物の数量

３．３ 埋設する廃棄物中の放射能量の評価

３．４ 埋設する廃棄物中の放射能濃度の推定

埋設する廃棄物中の放射能濃度の推定



３．埋設する廃棄物中の放射能濃度の推定（2／8）
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１）金属

機器や配管等の解体撤去等に伴って発生する約6,100tの廃棄
物であり，鉄箱に封入する。

２）コンクリートブロック

建屋の解体に伴って発生する約9,400tのコンクリート廃棄物で
あり，プラスチックシートに梱包する。

３）コンクリートガラ

コンクリートのはつり等に伴い発生する約500tのコンクリートの
破片等であり，フレキシブルコンテナに封入する。

東海発電所の廃止措置により発生する固体状の廃棄物であって，
放射化又は汚染された金属及びコンクリートである。

３．１ 埋設する廃棄物の性状

３．２ 埋設する廃棄物の数量



廃棄物の性状ごとの放射能量を合計した。基本的には「廃止措置
計画書」を基に設定した核種組成比を使用し，埋設する廃棄物中
の放射能量を計算しているが，将来の放射能測定の際にスケーリ
ングファクタ法あるいは平均放射能濃度法を適用されることが想
定される核種については，現時点における最新値を用いて評価し
た。なお，スケーリングファクタ法及び平均放射能濃度法は，原子
炉冷却材等で汚染された金属及びコンクリートについて適用した。
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３．３ 埋設する廃棄物中の放射能量の評価

３．埋設する廃棄物中の放射能濃度の推定（3／8）



廃棄物情報
（機器，建屋の材質，寸法，重量等）
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３．埋設する廃棄物中の放射能濃度の推定（4／8）

放射化放射性物質量の評価 汚染放射性物質量の評価

性状分類

機器ごと放射能濃度の貼付

核種ごと放射能濃度 レベル区分（L3）

（第７表）
平均放射能濃度法（1核種）

（H-3）

（第６表）
スケーリングファクタ法（4核種）
（C-14，Cl-36，Ni-63，Sr-90）

（第４表，第５表）
計算値核種組成（144核種）

（その他核種）

原子炉停止20年後に減衰補正

L3対象廃棄物
核種ごと放射能濃度

廃棄物情報（重量）

L3対象廃棄物
核種ごと放射能量

L3対象廃棄物
性状ごと放射能量合計
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第４表 放射化の放射性核種組成比（原子炉停止20年後）

３．埋設する廃棄物中の放射能濃度の推定（5／8）
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第５表 汚染の放射性核種組成比（原子炉停止20年後）

３．埋設する廃棄物中の放射能濃度の推定（6／8）
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第６表 スケーリングファクタ（原子炉停止20年後）

第７表 平均放射能濃度（原子炉停止20年後）

３．埋設する廃棄物中の放射能濃度の推定（7／8）
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３．３にて廃棄物の性状ごとに計算した核種ごとの放射能量を最大
廃棄重量の16,000tで除して核種ごとの放射能濃度を算出した。

３．４ 埋設する廃棄物中の放射能濃度の推定

３．埋設する廃棄物中の放射能濃度の推定（8／8）

÷16,000



４．被ばく線量への影響度を用いた核種選定の
対象となる放射性核種の抽出（1／2）

⑥
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⑤

（４）埋設する廃棄物中の
放射能濃度の推定

平均放射能濃度が
ＣＬ濃度基準の
1/10000以上

149核種

37核種

⑤ ⑥（３） （４）（３）埋設する廃棄物中の
放射能量の評価

第３表 埋設する廃棄物中の放射能濃度の推定結果等
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第８表 選定した37核種

４．被ばく線量への影響度を用いた核種選定の
対象となる放射性核種の抽出（2／2）



５．被ばく線量への寄与の大きい主要な放射性核種の選定
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５．１ 代表的な線量評価シナリオ

被ばく
経路

線量評価シナリオ
核種選定
対象

基本シナリオから
の変更パラメータ

地

下

水

海産物摂取 基本 ○ －

変動 ○ －

自然 液状化浸漬 ※１ 浸透水量

津波浸漬 ※１
浸透水量

帯水層の厚さ

海岸活動 基本 ○ －

変動 ○ －

自然 液状化浸漬 ※１ 浸透水量

津波浸漬 ※１
浸透水量

帯水層の厚さ

井戸水飲用摂取 人為 井戸水利用 ○ －

※１ 核種に依存するパラメータが同一であるため，選定された被ばく 経路（基本シナリオ）と相対重要度が同一である。

第９表 核種選定に使用した線量評価シナリオ（1／2）



５．被ばく線量への寄与の大きい主要な放射性核種の選定
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被ばく
経路

線量評価シナリオ
核種選定
対象

基本シナリオからの
変更パラメータ

土

地

利

用

建設 基本 ○ －

変動 全量掘削 ※１ 希釈係数

自然 覆土喪失 ※１ 希釈係数

居住 基本 ○ －

変動 全量掘削 ※１ 希釈係数

自然 覆土喪失 ※１ 希釈係数

家庭菜園 基本 ○ －

変動 全量掘削 ※１ 希釈係数

自然 覆土喪失 ※１ 希釈係数

農産物摂取
人為 跡地利用

※１
根からの吸収割合

市場係数

畜産物摂取 ○ －

公園 基本 ※２ －

自然 覆土喪失 ※２ －

廃棄物露呈 自然 ※２，※３ －

※１ 核種に依存するパラメータが同一であるため，選定された被ばく 経路（基本シナリオ）と相対重要度が同一である。
※２ 被ばくに寄与する核種の組成が同じであるため居住シナリオで代表できる。
※３ 評価時期が居住シナリオと違うため必然的に長半減期核種の相対重要度が高くなるが被ばく線量に寄与する核種の

放射能量の減衰により被ばく線量は低くなることから主要な放射性核種の選定シナリオの対象外とした。

第９表 核種選定に使用した線量評価シナリオ（2／2）



５．被ばく線量への寄与の大きい主要な放射性核種の選定
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５．２ 線量評価に用いた評価式及びパラメータ

「東海低レベル放射性廃棄物埋設事業所 第二種廃棄物埋設事業許可申請

書」添付書類六の「5.3線量評価」で使用したパラメータと同一とした。

核種に依存しない共通的なパラメータ

「東海低レベル放射性廃棄物埋設事業所 第二種廃棄物埋設事業許可申請

書」添付書類六の「5.3線量評価」で使用した評価式と同一とした。

線量評価に用いた評価式



５．被ばく線量への寄与の大きい主要な放射性核種の選定
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５．２ 線量評価に用いた評価式及びパラメータ

◎半減期

・「Masakazu NAMEKAWA, Tokio FUKAHORI eds.（2012）：Tables of Nuclear Data(JENDL/TND-2012), JAEA-Data/Code 2012-014」

◎内部被ばく線量換算係数，濃縮係数，移行係数等

・「一般社団法人日本原子力学会(2014)：浅地中トレンチ処分の安全評価手法：2013, 日本原子力学会標準」

◎外部被ばく線量換算係数

・点減衰核積分法コード（QAD－CGGP2R）

◎分配係数

・「International Atomic Energy Agency(2010)：Handbook of Parameter Values for the Prediction of Radionuclide Transfer in Terrestrial and Freshwater
Environments, IAEA TECHNICAL REPORTS SERIES No.472」，

・「International Atomic Energy Agency(2009)：Quantification of Radionuclide Transfer in Terrestrial and Freshwater Environments for Radiological
Assessments, IAEA-TECDOC-1616」

・分配係数取得試験の結果

・「財団法人産業創造研究所(1996)：易溶性核種の挙動及びアスファルトの微生物分解挙動に関する研究（Ⅲ）, PNC-TJ 1564 96-001,動力炉・核燃料

開発事業団研究委託内容報告書」

・「加藤正平・梁瀬芳晃（1993）：海岸土壌及びコンクリート粉に対するコンクリート廃棄物中放射性核種の分配係数, JAERI-M 93-113」
・「D. Haigh, J.J.W. Higgo, G.M. Wiliams, P.J. Hooker, C.A.M. Ross, W.E. Falck, M.A. Allen, P. Warwick(1991)：The effect of organics on the sorption of
strontium, caesium, iodine, neptunium, uranium and europium by glacial sand, EUR 13519, Topical report, Nuclear Science and Technology 」

・「International Atomic Energy Agency（1987）：Exemption of Radiation Sources and Practices from Regulatory Control-INTERIM REPORT, IAEA-TECDOC-
401」

・「International Atomic Energy Agency（1998）：Clearance of materials resulting from the use of radionuclides in medicine,industry and research, IAEA-
TECDOC-1000」

・「C. F. Baes III, R. D. Sharp, A. L. Sjoreen, R. W. Shor（1984）：A Review and Analysis of Parameters for Assessing Transport of Environmentally Released
Radionuclides through Agriculture, ORNL-5786」

核種に依存するパラメータ



５．被ばく線量への寄与の大きい主要な放射性核種の選定
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５．３ 線量評価結果の相対的評価

第１０表 線量評価シナリオごとの線量評価結果

・主要な放射性核種の選定のシナリオにおける対象核種の

相対重要度の算出

相対重要度 = 対象核種の線量（ஜୗ୴/୦）
最大の線量を与える核種の線量※１（ஜୗ୴/୦）

相対重要度の算出

第１１表 相対重要度評価結果

海岸活動シナリオの線量評価結果は，「第二
種廃棄物埋設施設の位置，構造及び設備の基
準に関する規則の解釈」第９条の基準値（基本
シ ナ リ オ ： 10 μ Sv/y ， 変 動 シ ナ リ オ ：
300μSv/y）に比べて4桁以上小さいことから被
ばく線量への寄与は小さいとし，主要な放射性
核種の選定シナリオの対象外とした。

E-38以下は「0.000E+00」と表示する。

※１：重要核種



５．被ばく線量への寄与の大きい主要な放射性核種の選定
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５．４ 主要な放射性核種の選定（1／2）
第１１表 相対重要度評価結果



５．被ばく線量への寄与の大きい主要な放射性核種の選定
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５．４ 主要な放射性核種の選定（2／2）
線量評価シナリオ

最大寄与
（1.00） 第２位 第３位 第４位 第５位 第６位 第７位 第８位

海産物摂取 基本 Ｃ－１４
Ｈ－３

（0.0027）

変動 Ｃ－１４
Ｅｕ－１５２
（0.0061）

井戸水飲用 人為 Ｃl－３６
Ｓｒ－９０
（0.34）

Ｃ－１４
（0.24）

Ｈ－３
（0.065）

Ｃａ－４１
（0.022）

Ｅｕ－１５２
（0.013）

全α
（0.011）

Ｎｉ－６３
（0.0058）

建設 基本 Ｅｕ－１５２
Ｃｏ－６０
（0.095）

Ｃｓ－１３７
（0.031）

Ｅｕ－１５４
（0.012）

Ｃｌ－３６
（0.0044）

居住 基本 Ｅｕ－１５２
Ｃｏ－６０
（0.12）

Ｃｓ－１３７
（0.016）

Ｅｕ－１５４
（0.013）

Ａｇ－１０８m
（0.0034）

家庭菜園 基本 Ｃl－３６
Ｓｒ－９０
（0.022）

Ｃ－１４
（0.022）

Ｈ－３
（0.017）

Ｎｉ－６３
（0.0099）

畜産物 基本 Ｃl－３６
Ｎｉ－６３※１

（0.0063）
Ｓｒ－９０※１

（0.0047）
Ｃ－１４※１

（0.0030）
Ｈ－３※１

（0.0025）
Ｃｓ－１３７
（0.0008）

重要核種と相対重要度0.01（畜産物シナリオは0.001）以上の核種（赤字）の抽出

主要な放射性核種（11核種）の選定
Ｈ－３，Ｃ－１４，Ｃｌ－３６，Ｃａ－４１，Ｃｏ－６０，Ｎｉ－６３，Ｓｒ－９０，Ｃｓ－１３７，Ｅｕ－１５２，Ｅｕ－１５４，全α

※１ Cl-36の除染効果により放射能量が想定より低減される可能性があるため保守的に相対重要度が0.001以上の核種を選定


